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オ 未委託里親を養護施設等の行事に参加させ児童との交流を通じ委託の促進を図る。    
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1960年～1973年 1974年～1982年 1983年～1989年 
時代区分 






























































７ 大谷嘉朗・斎藤安弘・浜野一郎［編］(1981)『新版 施設養護の理論と実際』235頁。 
       ８ グッドマン，Ｒ（2006）『日本の児童養護－児童養護学への招待－』（津崎哲雄訳），明石書店（Roger 
Goodman 2000 Children of the Japanese State : The changing Role of Child Protection Institution in Contemporary 









































































42 朝日新聞朝刊，1988年７月20日。  
43 従来から「家庭養育運営要綱」には、「児童相談所長は、保護に欠ける児童が適当な養親を見出し、適
正な養子縁組を結べるよう努める」ことが定められている。 
44 朝日新聞朝刊，1988年７月20日。記事によると、1988年７月12日、岐阜市で約150人の関係者が参加し
て行われた東海・北陸ブロック里親研修会で渥美が述べている。 
45 訪問は、児童が委託された直後の２か月間は２週に１度、その後の２か月間は１月に１度なされなけれ
ばなれないと規定されていた。津崎は、訪問指導の規定が削除された理由について「1987年改定の目的が
里親拡大にあったことから、訪問指導なしですむ里親への委託推進を前提にした」と指摘している（津崎
哲雄「わが国における里親制度の基本問題：宇都宮里子傷害致死事件に学ぶ」『福祉社会研究』４（５），
2005年，1-19）。 
46 真田 是（2002）「戦後社会福祉の政策展開と展望（１）－政策批判の視点から」『戦後社会福祉の総括
と二一世紀への展望 Ⅲ政策と制度』ドメス出版，23-24頁。 
 
 
